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定例会は
年に４回

9月

12月 2月

6月

新型コロナウイルス感染症対策に
議会関連費　約1,000万円の削減案を
6月定例会において全会一致で可決

特集 ��新型コロナウイルス感染症　議会はこう対応した!!���� ２ページ8
月
定
例
市
議
会
の
予
定

日　程 内　容
8月31日（月）開会
9月  4日（金）一般質問
9月  7日（月）一般質問
9月  8日（火）一般質問
9月  9日（水）一般質問・質疑
9月10日（木）委員会
9月11日（金）委員会
9月14日（月）委員会
9月24日（木）閉会
※各日午前10時開始予定です。

表紙：5月20日の市議会全員協議会の決定を受け、5月27日に剣持堅吾議長と赤澤康宏副議長が片岡聡一市長に対して削減案の申入れを行った。
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特
集

新型コロナウイルス感染症
議会はこう対応した!!

6月定例会の様子　席の間隔を広くとる等の対策を行いました

1月28日
奈良県在住の60代男性日本人初
の感染確認

1月30日
WHOが国際的な緊急事態を宣言

2月27日
国内全ての小中学校・高校に臨
時休校を要請

3月24日
東京オリンピック・パラリンピック
の延期決定

4月16日
緊急事態宣言が全国に拡大

5月14日
39県の緊急事態宣言の解除

5月21日
2府1県の緊急事態宣言の解除

5月25日
1都1道3県の緊急事態宣言の解除

＜削減予算の内訳＞
・政務活動費半額返還	 441万円
・議会運営委員会と３常任委員会	 約400万円
　行政視察費（同行職員の予算を含む）
・姉妹都市（茅野市）交流事業費	 30万円
・議会フォーラム費等	 約129万円

＜主な対策＞

・本会議場の議員席や執行部席の間隔確保

・議会中の原則マスク着用（発言時含む）

・一般質問時間を40分から30分に短縮

・執行部の出席者数を必要最低限に

・本会議や委員会の開催時にドアの常時開放

6月定例会　議会関連予算
約1千万円を削減！対策事業の更なる充実へ

6月定例会　議会の新型コロナウイルス
感染症対策　議会・執行部で実施

〜昨年 12 月に中国の武漢市を発端に相次ぎ発生〜

総社市（執行部）の主な動き 国内・世界の主な動き総社市議会の主な動き
2月26日〜3月19日
定例会を開催
・新型コロナウイルス感染症対策
について緊急質問を行う

・新型インフルエンザ等対策条例
を可決

4月28日
臨時市議会を開催
・特別定額給付金を迅速に支給す
るため補正予算を可決

・水道料金４箇月分無料化議案を
可決

5月27日
・議会関連予算約１千万円を削減
し、新型コロナウイルス感染症
の対策費用に充てるよう市長に
申入れ

6月8日〜29日
６月定例会開催
新型コロナウイルス感染症対策
のため席の間隔を広くとる

7月3日
臨時市議会を開催

2月５日
備蓄マスクを全戸に配布開始

2月21日
2020そうじゃ吉備路マラソンの
中止を決定

３月2日
小中学校、幼稚園等の休校開始

3月5日
・新型コロナウイルス感染症対
策室の設置

・24時間対応コールセンター開設

３月16日
デニムマスク販売開始

5月2日
お持ち帰りでDEお得券の販売開始

5月25日
小中学校の休校の解除

6月1日
幼稚園等の休園の解除

全員協議会で対策について話し合う ドアを常時開放して議会を行う

特
集
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若わ
か

林ば
や
し

勤つ
と
む

氏（
清
音
三
因
）、
渡わ

た

邊な
べ

則の
り

文ふ
み

氏（
新
本
）、
渡わ

た

邉な
べ

豊ゆ
た
か

氏（
久

代
）の
任
命
に
同
意
し
ま
し
た
。

７
月
臨
時
市
議
会

7
月
3
日
の
１
日
限
り
の
会
期

で
開
催
し
ま
し
た
。

令
和
２
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
６
号
）

主
な
も
の
は
、
プ
レ
ミ
ア
ム
付

商
品
券
事
業
・
中
小
企
業
支
援
事

業
・
新
分
野
チ
ャ
レ
ン
ジ
応
援
補

助
金
に
12
億
４
０
５
０
万
円
で
す
。

Ｇ　
ギ
　
　
ガ
　

Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
事
業
の
経
費

を
可
決

小
中
学
校
の
児
童
生
徒
に
１
人

一
台
の
パ
ソ
コ
ン
を
整
備
す
る
事

業
の
費
用
と
し
て
２
億
８
７
９
３

万
円
。
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
に
よ

り
臨
時
休
業
等
の
時
に
も
Ｉ
Ｃ
Ｔ

を
活
用
し
た
学
び
の
保
障
を
行
う

た
め
前
倒
し
す
る
も
の
で
す
。

学
校
給
食
の
納
入
事
業
者
に
対
す

る
損
失
を
補
填
す
る
た
め
の
負
担

金
を
可
決

新
型
コ
ロ
ナ
対
策
と
し
て
、
学

校
の
臨
時
休
業
に
伴
い
、
給
食
を

停
止
し
た
こ
と
に
よ
る
事
業
者
へ

の
補
填（
４
５
５
万
円
）を
可
決

し
ま
し
た
。

農
業
委
員
会
の
委
員
の
任
命
に
同
意

秋あ
き

山や
ま

陽よ
う

太た

郎ろ
う

氏（
門
田
）、
阿あ

部べ

英え
い

志し

氏（
西
郡
）、
犬い

ぬ

飼か
い

正ま
さ

己み

氏（
赤
浜
）、
仮か

り

谷や

昌ま
さ

典の
り

氏（
福

谷
）、
河か

わ

田た

直な
お

樹き

氏（
三
輪
）、
國こ

府う

直な
お

幸ゆ
き

氏（
金
井
戸
）、
小こ

西に
し

忍
し
の
ぶ

氏（
山
田
）、
小こ

原は
ら

弘ひ
ろ
し

氏（
清
音
柿

木
）、
定さ

だ

井い

正ま
さ

雄お

氏（
原
）、
中な

か

田だ

省し
ょ
う

吾ご

氏（
槙
谷
）、
能の

登と

谷や

和か
ず

正ま
さ

氏（
下
原
）、
林

は
や
し

眞ま

理こ
と

氏（
西
阿
曽
）、

認
し
ま
し
た
。

低
所
得
の
ひ
と
り
親
世
帯
へ
の
臨

時
特
別
給
付
金
事
業
を
可
決

令
和
２
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算
７
３
４
０
万
円
を
可
決
し
ま
し

た
。
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
を
受
け

て
い
る
ひ
と
り
親
世
帯
を
支
援
す

る
た
め
に
臨
時
特
別
給
付
金
を
早

期
に
支
給
す
る
た
め
で
す
。

議
会
関
連
費
約
１
千
万
円
を
減
額

新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
議
会
活

動
も
制
限
さ
れ
る
中
、
議
会
関
連

費
を
減
額
す
る
こ
と
に
よ
り
新
型

コ
ロ
ナ
対
策
費
を
議
会
か
ら
も
捻

出
す
る
も
の
で
す
。

通
学
路
へ
の
防
犯
カ
メ
ラ
設
置
事

業
予
算
を
可
決

事
業
費
は
４
９
５
万
円
で
、
岡

山
県
か
ら
１
５
０
万
円
の
補
助
金

が
あ
り
ま
す
。
こ
の
事
業
は
３
年

間
の
予
定
で
す
。

４
月
臨
時
市
議
会

４
月
28
日
の
１
日
限
り
の
会
期

で
開
催
し
ま
し
た
。

令
和
２
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）

主
な
も
の
は
、
市
民
一
人
に
10

万
円（
特
別
定
額
給
付
金
）を
支

給
す
る
た
め
の
69
億
５
千
万
円
と

新
型
コ
ロ
ナ
対
策
と
し
て
、
４
月

か
ら
７
月
の
水
道
料
金
を
無
料
化

す
る
費
用
と
し
て
３
億
７
５
０
０

万
円
で
す
。
ま
た
、
市
内
飲
食
業

者
を
応
援
す
る
た
め
の「
お
持
ち

帰
り
Ｄ
Ｅ
お
得
券
」の
予
算
は
６

千
万
円
で
す
。

６
月
定
例
市
議
会

６
月
８
日
か
ら
29
日
ま
で
の
22

日
間
の
会
期
で
開
催
し
ま
し
た
。

お
持
ち
帰
り
Ｄ
Ｅ
お
得
券
の
追
加

を
承
認

令
和
２
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算（
専
決
処
分
）６
千
万
円
を
承

� 議員名

議案等

山
田
雅
徳

溝
手
宣
良

三
上
周
治

萱
野
哲
也

三
宅
啓
介

岡
崎
亨
一

深
見
昌
宏

小
川
進
一

髙
谷
幸
男

小
西
義
已

難
波
正
吾

小
西
利
一

津
神
謙
太
郎

村
木
理
英

頓
宮
美
津
子

赤
澤
康
宏

名
木
田
正
昭

加
藤
保
博

根
馬
和
子

山
口
久
子

議
決
結
果

承 認 第 8 号 専決処分の承認を求めることについて（令和
２年度総社市一般会計補正予算（第 3 号）） ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 承 認

議案第52号 令和２年度総社市一般会計補正予算（第 6 号）○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

令和２年６月定例・７月臨時総社市議会で賛否の分かれた議案等に対する賛否状況

〔凡例〕○：賛成　×：賛成でない　　退：退席　欠：欠席
・�賛否の確認は、議長及び事務局職員の目視により行っています。�・�剣持堅吾議員は、議長のため採決には加わりません。

４
月
臨
時
・
６
月
定
例
・
７
月
臨
時
市
議
会

４
月
臨
時
・
６
月
定
例
・
７
月
臨
時
市
議
会

４
月
臨
時
市
議
会　
市
民
一
人
10
万
円
や
水
道
料
金
４
箇
月
無
料
な
ど
を
実
施

６
月
定
例
市
議
会　
議
会
関
連
費
を
削
減
し
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
費
を
捻
出

７
月
臨
時
市
議
会　
そ
う
じ
ゃ
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
事
業（
仮
称
）予
算
案
等
を
可
決

〜
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
〜

令和２年4月臨時総社市議会  付議事件採決一覧表
番　　号 件　　　名 結　　果

報 告 第 3 号 予算の繰越しについて（令和元年度総社市水道事業会計予算） 報告を受けた
承 認 第 1 号 専決処分の承認を求めることについて（令和元年度総社市一般会計補正予算（第 8 号）） 承 認
承 認 第 2 号 専決処分の承認を求めることについて（令和元年度総社市国民宿舎事業費特別会計補正予算（第 3 号））承認 承 認
承 認 第 3 号 専決処分の承認を求めることについて（総社市税条例等の一部改正） 承 認
承 認 第 4 号 専決処分の承認を求めることについて（総社市都市計画税条例の一部改正） 承 認
承 認 第 5 号 専決処分の承認を求めることについて（総社市国民健康保険税条例の一部改正） 承 認
議 案 第 32 号 令和 2 年度総社市一般会計補正予算（第２号） 原 案 可 決
議 案 第 33 号 令和 2 年度総社市水道事業会計補正予算（第１号） 原 案 可 決
議 案 第 34 号 令和 2 年度総社市工業用水道事業会計補正予算（第１号） 原 案 可 決

令和２年6月定例総社市議会  付議事件採決一覧表
番　　号 件　　　名 結　　果

議 案 第 35 号 令和 2 年度総社市一般会計補正予算（第 4 号） 原 案 可 決
議 案 乙 第 2 号 総社市議会議員の政務活動費の特例に関する条例の制定について 原 案 可 決
議 案 乙 第 3 号 新型コロナウイルス感染症対策における基礎自治体への財政支援の拡充等を求める意見書について 原 案 可 決
報 告 第 4 号 繰越明許費について（令和元年度総社市一般会計予算） 報告を受けた
報 告 第 5 号 事故繰越しについて（総社市一般会計） 報告を受けた
報 告 第 6 号 繰越明許費について（令和元年度総社市公共下水道事業費特別会計予算） 報告を受けた
承 認 第 6 号 専決処分の承認を求めることについて（総社市税条例の一部改正） 承 認
承 認 第 7 号 専決処分の承認を求めることについて（総社市都市計画税条例の一部改正） 承 認
承 認 第 8 号 専決処分の承認を求めることについて（令和２年度総社市一般会計補正予算（第 3 号）） 承 認

議 案 第 36 号 岡山県市町村総合事務組合の共同処理する事務の変更及び組合を組織する地方公共団体数の減少並
びに組合規約の変更について 原 案 可 決

議 案 第 37 号 総社市行政手続等における情報通信の技術の利用に関する条例及び総社市固定資産評価審査委員会
条例の一部改正について 原 案 可 決

議 案 第 38 号 総社市まちづくり基金条例の廃止について 原 案 可 決
議 案 第 39 号 財産の取得について（はしご付消防自動車の購入） 原 案 可 決
議 案 第 40 号 総社市国民健康保険条例の一部改正について 原 案 可 決
議 案 第 41 号 総社市後期高齢者医療に関する条例の一部改正について 原 案 可 決
議 案 第 42 号 総社市介護保険条例の一部改正について 原 案 可 決
議 案 第 43 号 総社市農業委員会の委員候補者選考委員会設置条例の一部改正について 原 案 可 決
議 案 第 44 号 工事請負契約の締結について（高松田中西阿曽線外改良工事） 原 案 可 決
議 案 第 45 号 総社市昭和地区復興住宅条例の制定について 原 案 可 決
議 案 第 46 号 総社市給水条例の一部を改正する条例の一部改正について 原 案 可 決
議 案 第 47 号 令和 2 年度総社市一般会計補正予算（第 5 号） 原 案 可 決
議 案 第 48 号 令和 2 年度総社市国民健康保険特別会計補正予算（第 1 号） 原 案 可 決
議 案 第 49 号 令和 2 年度総社市水道事業会計補正予算（第 2 号） 原 案 可 決
議 案 第 50 号 工事委託契約の締結について（総社市立小中学校情報通信ネットワーク環境施設整備事業） 原 案 可 決
同意第 9 号〜 23 号 農業委員会の委員の任命に関する同意を求めることについて す べ て 同 意

令和２年7月臨時総社市議会  付議事件採決一覧表
番　　号 件　　　名 結　　果

議 案 第 51 号 総社市社会貢献表彰総社花萬基金条例の制定について 原 案 可 決
議 案 第 52 号 令和 2 年度総社市一般会計補正予算（第６号） 原 案 可 決

議
長
交
際
費
執
行
状
況

「総社市議会議長交際費の支出基準及び公表に関する要
綱」に基づき、議長の交際費の執行状況を公表します。

[令和２年４月～令和２年６月分]	 （単位：円）
支出区分 支払年月日 支出金額 支出先等

お供え
4/23
5/7
5/28

10,000
20,000
10,000

元総社市議会議員香典
元総社市議会議員生花
美作市議会副議長香典

４月から
の累計 40,000
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問
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（
一
般
質
問
の
ペ
ー
ジ
は
質
問
し
た
議
員
本
人
の
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稿
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基
づ
い
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い
ま
す
。）※
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
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取
る
と
各
議
員
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一
般
質
問
の
録
画
放
送
に
ア
ク
セ
ス
で
き
ま
す
。
通
信
料
は
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
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だ
さ
い
。

一
般
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問
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問 問

問 問
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そうじゃ  議会だより  2020年（令和２年）８月

（
一
般
質
問
の
ペ
ー
ジ
は
質
問
し
た
議
員
本
人
の
原
稿
に
基
づ
い
て
い
ま
す
。）※
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み
取
る
と
各
議
員
の
一
般
質
問
の
録
画
放
送
に
ア
ク
セ
ス
で
き
ま
す
。
通
信
料
は
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

一
般
質
問

平
成
30
年
の
豪
雨
災
害
つ
い
て

問
被
災
者
の
現
状
は
ど
う
か
︒

ま
た
心
の
ケ
ア
は
ど
う
か
︒

市
長
６
月
12
日
時
点
で
、
仮
設

住
宅
及
び
み
な
し
仮
設
住
宅
等
に

65
世
帯
１
３
２
名
の
方
が
住
ま
わ

れ
て
い
る
。
今
後
、
美
袋
の
仮
設

住
宅
を
復
興
住
宅
と
し
、
14
世
帯

の
方
々
が
入
居
予
定
で
あ
る
。

心
の
ケ
ア
に
つ
い
て
は
被
災
者

へ
の
訪
問
支
援
を
延
べ
８
千
件
行

っ
て
お
り
、
被
災
者
と
職
員
と
の

間
で
築
い
た
顔
の
見
え
る
関
係
は

特
に
重
要
と
考
え
、
市
役
所
に
被

災
者
寄
り
添
い
室
を
設
置
し
引
き

続
き
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
に
よ
る
経
済

対
策
に
つ
い
て

問
ど
の
よ
う
な
業
種
に
影
響
が

あ
る
か
︒

産
業
部
長
心
得
事
業
所
へ
の
ア

ン
ケ
ー
ト
結
果
か
ら
、
飲
食
店
の

ほ
か
美
容
関
係
、
建
設
、
製
造
業

や
宿
泊
・
交
通
事
業
者
・
旅
行
代

理
店
な
ど
影
響
が
見
ら
れ
る
。

幼
小
中
学
校
で
の
コ
ロ
ナ
対
策
・

対
応
に
つ
い
て

問
教
室
で
の
暑
さ
対
策
と
コ
ロ

ナ
対
応
は
ど
う
し
て
い
る
か
︒

教
育
長
全
て
の
普
通
教
室
に
エ

ア
コ
ン
が
設
置
し
て
あ
る
が
、
授

業
中
の
エ
ア
コ
ン
使
用
と
同
時
に

２
箇
所（
対
方
向
）の
窓
を
開
け

換
気
し
、
休
憩
中
は
全
て
の
窓
を

開
け
換
気
し
て
い
る
。

問
登
下
校
中
の
児
童
の
暑
さ
対

策
を
ど
う
考
え
て
い
る
か
︒

教
育
長
登
下
校
中
は
マ
ス
ク
を

外
し
て
も
良
い
こ
と
と
し
、
日
傘

や
冷
却
タ
オ
ル
の
使
用
な
ど
、
安

全
確
認
の
上
で
で
き
る
暑
さ
対
策

は
や
っ
て
い
き
た
い
。

従
業
員
20
人
以
下
の
事
業
所
へ

の
財
政
支
援
を
検
討
中
だ

コ
ロ
ナ
で
影
響
の
観
光
・
自
動

車
産
業
な
ど
を
支
援
す
べ
き
だ

問
特
別
定
額
給
付
金
の
支
給
で

は
︑
本
市
は
他
の
自
治
体
に
比
べ

全
国
最
速
ス
ピ
ー
ド
で
の
給
付
で

あ
っ
た
︒
申
請
案
内
の
発
送
や
︑

給
付
手
続
き
の
進
捗
に
つ
い
て
所

見
は
ど
う
か
︒

市
長
４
月
の
臨
時
議
会
で
の
議

決
を
受
け
、
他
市
よ
り
先
行
し
て

申
請
書
の
発
送
が
で
き
た
結
果
、

市
民
へ
の
給
付
が
迅
速
に
行
え
た
。

ま
た
、
職
員
が
連
休
を
返
上
し
、

取
り
組
ん
で
く
れ
た
。

問
市
民
へ
の
迅
速
な
支
援
の
実

施
︑
対
応
す
る
職
員
の
負
担
軽
減

の
た
め
に
︑
人
海
戦
術
だ
け
で
な

く
総
社
市
独
自
の
仕
組
み
を
考
え

て
は
ど
う
か
︒
例
え
ば
︑
地
域
経

済
対
策
と
し
て﹁
デ
ジ
タ
ル
地
域

通
貨
﹂の
導
入
は
︑
他
の
自
治
体

で
も
成
果
を
挙
げ
て
い
る
と
聞
く
︒

市
長
飲
食
店
支
援
に
導
入
し
た

「
お
持
ち
帰
り
Ｄ
Ｅ
お
得
券
」が
、

地
域
経
済
の
活
性
化
に
貢
献
し
て

い
る
。
さ
ら
に
市
内
で
の
経
済
循

環
を
つ
く
る
た
め
に
地
域
通
貨
の

導
入
を
具
体
的
に
検
討
し
た
い
。

市
民
へ
の
情
報
発
信
に
つ
い
て

問
総
社
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

ト
ッ
プ
画
面
を﹁
コ
ロ
ナ
対
策
緊

急
対
応
版
﹂に
は
で
き
な
い
か
︒

市
長
早
急
に
対
応
し
た
い
。

市
内
で
の
経
済
循
環
を
つ
く
る

た
め
地
域
通
貨
を
検
討
し
た
い

迅
速
な
給
付
を
実
施
す
る
た
め

「
地
域
通
貨
」
を
導
入
し
て
は

災
害
対
策
つ
い
て

問
長
良
地
区
へ
の
水
害
対
策
︑

排
水
ポ
ン
プ
設
置
の
進
捗
は
ど
う

か
︒

市
長
当
初
、
令
和
５
年
度
の
採

択
予
定
で
話
を
進
め
て
い
た
が
、

農
林
水
産
省
か
ら
県
を
通
じ
て
、

令
和
４
年
度
の
採
択
と
話
を
い
た

だ
い
た
。
令
和
４
年
度
の
採
択
で

着
工
し
て
い
く
と
約
束
で
き
る
。

経
済
対
策
に
つ
い
て

問
国
の
特
別
定
額
給
付
金
10
万

円
の
振
込
完
了
92
％
は
早
い
が
︑

そ
の
手
順
と
方
策
は
ど
う
か
︒
未

申
請
者
へ
の
対
応
は
ど
う
か
︒

市
長
全
国
最
速
ス
ピ
ー
ド
を
目

指
し
た
。
総
社
流
の「
申
請
書
」

を
作
成
、
職
員
に
は
休
日
返
上
で

頑
張
っ
て
も
ら
っ
た
。

総
務
部
長
６
月
２
日
に
懸
垂
幕

を
掲
げ
た
。
未
申
請
者
の
多
く
は

高
齢
者
・
障
が
い
者
の
方
だ
と
思

う
。
民
生
委
員
・
社
会
福
祉
協
議

会
・
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
と

連
携
し
て
進
め
て
い
く
。
さ
ら
に

申
請
書
を
再
発
送
し
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
る
。

令
和
４
年
度
の
採
択
で
着
工
で

き
る

長
良
地
区
の
排
水
ポ
ン
プ
設
置

の
進
捗
は
ど
う
か

問
新
型
コ
ロ
ナ
で
脅
か
さ
れ
る

命
と
交
通
事
故
で
脅
か
さ
れ
る
命

に
差
は
な
い
は
ず
︒
交
通
安
全
対

策
も
早
く
進
め
て
ほ
し
い
と
思
う

が
ど
う
か
︒

市
長
地
域
力
予
算
の
４
分
の
１

に
当
た
る
２
５
０
０
万
円
を
通
学

路
整
備
に
充
て
て
い
る
が
、
執
行

率
が
30
％
台
だ
。
議
員
が
言
わ
れ

る
こ
と
も
一
理
あ
る
と
思
っ
て
い
る
。

教
育
長
地
域
力
予
算
の
最
終
年

だ
。
各
学
校
園
と
連
携
し
、
危
険

箇
所
を
し
っ
か
り
見
極
め
て
早
急

に
対
応
し
て
い
き
た
い
。

問
加
害
者
に
な
る
こ
と
も
多
い

自
転
車
だ
が
︑
中
学
か
ら
は
自
転

車
通
学
の
生
徒
も
多
い
︒
そ
の
中

で
ど
れ
く
ら
い
の
生
徒
が
損
害
賠

償
責
任
保
険
に
加
入
し
て
い
る
の

か
︒

市
長
全
体
の
加
入
状
況
は
把
握

で
き
て
い
な
い
が
、
約
７
割
の
生

徒
が
損
害
賠
償
保
険
が
自
動
附
帯

し
て
い
る
Ｔ
Ｓ
マ
ー
ク
の
付
い
た

自
転
車
を
購
入
し
て
い
る
。

教
育
長
保
険
加
入
が
１
０
０
％

に
な
る
よ
う
に
各
学
校
に
勧
め
て

い
き
た
い
。

休
校
中
の
状
況
に
つ
い
て

問
自
粛
期
間
中
に
ゲ
ー
ム
等
に

よ
る
問
題
は
な
か
っ
た
か
︒
ウ
ェ

ブ
授
業
の
評
価
は
ど
う
か
︒

教
育
長
通
信
料
の
大
幅
増
等
10

件
発
生
し
た
。
平
均
利
用
時
間
は

増
加
し
た
よ
う
だ
が
、
ウ
ェ
ブ
授

業
の
内
容
は
好
評
の
よ
う
だ
。

問
今
後
の
方
針
は
ど
う
か
︒

市
長
コ
ロ
ナ
対
策
を
す
る
上
で

教
育
を
受
け
る
権
利
が
損
な
わ
れ

な
い
た
め
に
も
、
在
宅
で
双
方
向

授
業
が
で
き
る
よ
う
オ
ン
ラ
イ
ン

化
を
早
急
に
進
め
て
い
く
。

議
員
が
言
わ
れ
る
こ
と
も
一
理

あ
る
と
思
っ
て
い
る

交
通
安
全
対
策
を
コ
ロ
ナ
対
策

の
よ
う
に
早
く
進
め
て
ほ
し
い

難 波 正 吾

溝 手 宣 良

三 宅 啓 介

山 田 雅 徳

一
般
質
問

総社市は全国最速スピードで特別定額給付金の支給を実施した

平成30年7月豪雨で冠水した長良地区

市役所の懸垂幕
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と
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す
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通
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と
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す
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い
。
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そうじゃ  議会だより  2020年（令和２年）８月

（
一
般
質
問
の
ペ
ー
ジ
は
質
問
し
た
議
員
本
人
の
原
稿
に
基
づ
い
て
い
ま
す
。）※
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み
取
る
と
各
議
員
の
一
般
質
問
の
録
画
放
送
に
ア
ク
セ
ス
で
き
ま
す
。
通
信
料
は
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

一
般
質
問

問
定
期
接
種
で
︑
無
料
で
接
種

で
き
る
子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
の

対
象
児
童︵
小
６
か
ら
高
１
ま
で

の
女
子
︶に
個
別
に
通
知
を
出
し

て
︑
ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー
マ
ウ
イ
ル
ス

か
ら
若
い
命
を
守
る
必
要
が
あ
る

の
で
は
な
い
か
︒
健
康
カ
レ
ン

ダ
ー
に
も
明
記
さ
れ
た
が
︑
ま
だ

ま
だ
接
種
率
が
低
い
︒
昨
年
末
︑

全
国
小
児
科
医
会
か
ら
首
長
あ
て

に
接
種
通
知
の
お
願
い
も
届
い
て

い
る
︒
ま
だ
ま
だ
保
護
者
に
は
ワ

ク
チ
ン
の
内
容
が
詳
し
く
知
ら
れ

て
い
な
い
の
が
現
実
︒
市
内
の
小

児
科
医
の
先
生
方
も
通
知
の
必
要

性
を
望
ま
れ
︑
そ
の
上
で
︑
家
族

で
話
し
合
い
接
種
の
判
断
を
し
て

も
ら
い
た
い
と
︒
せ
め
て
︑
今
年

の
９
月
30
日
ま
で
に
第
１
回
目
の

接
種
を
打
つ
必
要
が
あ
る
高
校
１

年
生
に
個
別
通
知
を
お
願
い
し
た

い
が
ど
う
か
︒

市
長
ワ
ク
チ
ン
の
意
義
や
有
効

性
、
接
種
後
の
起
こ
り
う
る
症
状

な
ど
判
断
材
料
を
分
か
り
や
す
く

提
示
し
、
県
の
資
料
な
ど
も
併
せ

て
、
個
別
通
知
を
す
る
新
た
な
取

組
を
実
施
す
る
こ
と
に
し
た
。

（
令
和
２
年
度
で
は
、
平
成
16
年

４
月
２
日
か
ら
平
成
21
年
４
月
１

日
生
ま
れ
の
人
が
対
象
。
全
３
回

の
接
種
完
了
ま
で
に
約
６
箇
月
か

か
る
。）

高
校
１
年
生
へ
の
個
別
通
知
を

新
た
に
取
り
組
む

子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
の
無
料

接
種
の
個
別
通
知
は
必
要
で
は

問
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
支
援
策
と
し
て
税
の
還
付
の
考

え
は
な
い
か
︒

市
長
税
の
還
付
は
手
続
き
上
、

難
し
い
と
こ
ろ
が
あ
る
。

問
軽
自
動
車
税
は
市
税
で
あ
る
︒

ま
た
︑
軽
自
動
車
は
総
社
市
の
世

帯
数
と
ほ
ぼ
同
数
に
近
い
登
録
が

さ
れ
て
い
る
︒
さ
ら
に
︑
三
菱
水

島
工
場
で
は
軽
自
動
車
を
生
産
し

て
い
る
︒
以
上
３
つ
の
理
由
か
ら
︑

軽
自
動
車
税
還
付

の
考
え
は
な
い
か
︒

市
長
す
ぐ
に
で

き
る
こ
と
で
は
な

い
が
景
気
対
策
の

ひ
と
つ
と
し
て
考

え
て
い
き
た
い
。

問
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
で
中
止
決
定

の
判
断
が
極
め
て
難
し
く
︑
最
終

的
に
や
む
な
く
中
止
と
な
っ
た
イ

ベ
ン
ト
が
多
く
あ
る
︒
そ
の
場
合
︑

市
施
設
使
用
料
の
キ
ャ
ン
セ
ル
料

は
ど
の
よ
う
に
す
る
の
か
︒

市
長
キ
ャ
ン
セ
ル
料
は
い
た
だ

か
な
い
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
支
援
策

の
一
つ
と
し
て
考
え
る

軽
自
動
車
税
還
付
の
考
え
は
な

い
か

コ
ロ
ナ
禍
で
の
イ
ベ
ン
ト
開
催

は
ど
う
考
え
る
か

一
定
の
ル
ー
ル
が
必
要
だ

問
災
害
時
の
避
難
所
運
営
に
お

い
て
︑
コ
ロ
ナ
対
応
等
に
よ
り
人

数
制
限
等
を
考
え
て
い
る
の
か
︒

市
長
我
々
は
、
水
害
・
地
震
も

考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

コ
ロ
ナ
感
染
症
の
３
密
を
避
け
る

た
め
、
い
く
つ
か
の
方
法
を
考
え

な
い
と
い
け
な
い
。
２
年
前
の
災

害
の
経
験
を
も
と
に
、
避
難
者
８

６
０
０
人
を
想
定
し
、
各
小
中
高

及
び
き
び
じ
ア
リ
ー
ナ
・
県
立
大

学
、
公
民
館
等
で
、
１
人
当
た
り

床
面
積
８
㎡
の
計
算
で
８
１
６
３

人
が
避
難
で
き
る
。
加
え
て
テ
ン

ト
村
の
設
営
や
各
町
内
会
の
公
会

堂
等
利
用
を
考
え
て
い
る
た
め
、

人
数
制
限
は
考
え
て
い
な
い
。

問
弱
者
対
応
は
ど
う
か
︒

保
健
福
祉
部
長
関
係
部
署
、
各

町
内
会
と
連
携
し
対
応
を
考
え
て

い
る
。

問
経
済
・
雇
用
対
策
は
ど
う
か
︒

市
長
現
在
、
水
道
料
金
を
無
料

と
し
て
い
る
。
ま
た
、
20
人
以
下

の
零
細
会
社
で
20
％
以
上
の
減
収

会
社
に
お
金
の
直
接
給
付
を
考
え

て
い
る
。
ま
た
、
土
木
・
建
設
・

備
品
で
発
注
で
き
る
も
の
は
早
め

に
発
注
し
て
い
き
た
い
。

教
育
行
政
に
つ
い
て

問
教
育
長
が
目
指
す
教
育
は
何

か
︒

教
育
長
総
社
を
愛
す
子
ど
も
・

心
や
さ
し
い
子
ど
も
・
礼
儀
正
し

い
子
ど
も
の
育
成
を
目
指
し
、
心

の
教
育
を
進
め
て
い
き
た
い
。

問
教
育
行
政
に
必
要
な
も
の
は

な
に
か
︒

教
育
長
市
長
部
局
と
社
会
福
祉

協
議
会
と
連
携
し
、
市
が
一
体
と

な
っ
て
教
育
す
る
こ
と
が
必
要
だ
。

各
施
設
及
び
テ
ン
ト
村
等
の
設

置
で
人
数
制
限
を
し
な
い

コ
ロ
ナ
対
応
に
よ
り
避
難
所
の

人
数
制
限
を
考
え
て
い
る
の
か

市
長
専
門
者
会
議
で「
新
型
コ

ロ
ナ
総
社
再
開
プ
ラ
ン
」を
創
り
、

イ
ベ
ン
ト
の
可
否
や
学
校
運
営
、

市
民
生
活
な
ど
の
総
社
市
流
の
指

針
を
示
し
て
い
く
。

問
学
校
の
運
動
会
や
文
化
祭
・

修
学
旅
行
等
ど
う
し
て
い
く
の
か
︒

教
育
長
実
施
し
て
い
く
方
向
で

方
法
な
ど
検
討
中
だ
。

問
平
成
26
年
の
監
査
委
員
か
ら

秘
書
室
を
は
じ
め
と
し
た
職
員
の

勤
務
状
況
を
指
摘
さ
れ
︑
改
善
さ

れ
て
い
な
い
が
ど
う
す
る
の
か
︒

市
長
勤
務
量
を
減
ら
し
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
る
。

問
早
朝
６
時
か
ら
市
長
の
政
務

活
動
を
秘
書
に
さ
せ
て
い
る
︒
人

使
い
が
荒
く
な
い
か
︒
公
務
と
政

務
を
ど
う
認
識
し
て
い
る
の
か
︒

市
長
気
を
付
け
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

問
消
防
署
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室

で
市
長
自
ら
の
筋
ト
レ
姿
を
消
防

署
職
員
に
動
画
撮
影
さ
せ
る
の
は

市
長
の
政
務
で
あ
り
公
務
員
法
違

反
だ
と
思
う
が
ど
う
か
︒

市
長
気
を
付
け
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

問
公
務
と
政
務
を
示
し
た
マ

ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
す
れ
ば
職
員
に

違
反
を
さ
せ
る
こ
と
は
な
い
と
思

う
が
ど
う
か
︒

市
長
作
ら
な
い
と
思
う
。

問
市
長
自
身
が
厳
し
く
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
が
ど
う
か
︒

市
長
わ
き
ま
え
て
や
っ
て
い
く
。

問
消
防
署
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室

を
市
長
が
使
う
の
は
ダ
メ
で
は
な

い
か
︒

市
長
問
題
と
は
思
っ
て
い
な
い
。

問
で
は
議
員
も
使
え
る
の
か
︒

市
長
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

問市
長

教
育
長

総
務
部
長

市
民
環
境
部
長

津 神 謙 太 郎

萱 野 哲 也

頓 宮 美 津 子

村 木 理 英

総社市民の多くは軽自動車を使用している
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そうじゃ  議会だより  2020年（令和２年）８月

（
一
般
質
問
の
ペ
ー
ジ
は
質
問
し
た
議
員
本
人
の
原
稿
に
基
づ
い
て
い
ま
す
。）※
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み
取
る
と
各
議
員
の
一
般
質
問
の
録
画
放
送
に
ア
ク
セ
ス
で
き
ま
す
。
通
信
料
は
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

一
般
質
問

答 答

答 答

問 問

問 問
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（
一
般
質
問
の
ペ
ー
ジ
は
質
問
し
た
議
員
本
人
の
原
稿
に
基
づ
い
て
い
ま
す
。）※
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み
取
る
と
各
議
員
の
一
般
質
問
の
録
画
放
送
に
ア
ク
セ
ス
で
き
ま
す
。
通
信
料
は
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

一
般
質
問

経
済
対
策
に
つ
い
て

問
﹁
お
持
ち
帰
り
Ｄ
Ｅ
お
得
券
﹂

の
販
売
方
法
︑
周
知
方
法
に
問
題

は
な
か
っ
た
の
か
︒

市
長
飲
食
店
の
支
援
を
す
る
目

的
で
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
取
り

組
ん
で
き
た
が
販
売
方
法
、
周
知

方
法
に
も
反
省
点
、
見
直
す
べ
き

と
こ
ろ
は
あ
っ
た
。

問
在
勤
の
人
に
も
販
売
を
決
め

た
の
は
︑
い
つ
の
時
点
か
︒

産
業
部
長
心
得
市
民
へ
の
販
売

が
落
ち
着
い
た
頃
で
あ
る
。

問
当
初
の
販
売
方
法
を
変
更
す

る
の
で
あ
れ
ば
︑
議
員
各
位
の
了

承
を
得
る
べ
き
で
は
な
か
っ
た
の

か
︒

市
長
議
員
各
位
に
報
告
が
遅
れ

た
点
は
申
し
訳
な
く
思
っ
て
い
る
。

問
新
た
な
経
済
対
策
は
ど
う
か
︒

市
長
経
済
を
回
す
こ
と
が
重
要

な
の
で
、
地
域
通
貨
と
か
、
お
買

い
物
券
の
よ
う
な
も
の
で
地
元
に

お
金
を
回
せ
る
よ
う
な
も
の
が
大

切
に
な
る
と
思
っ
て
い
る
。

災
害
時
に
お
け
る
避
難
行
動
、
避

難
先
の
見
直
し
対
策
に
つ
い
て

問
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
で
災
害
時

に
お
け
る
避
難
先
︑
避
難
行
動
の

見
直
し
と
対
策
が
必
要
で
あ
る
︒

そ
の
中
で
自
主
防
災
組
織
の
活
動

が
重
要
だ
が
︑
市
内
で
は
ど
の
く

ら
い
の
組
織
が
で
き
上
が
っ
て
い

る
の
か
︒

政
策
監
現
在
２
１
９
箇
所
で
自

主
防
災
組
織
が
で
き
て
い
る
。
17

地
区
の
う
ち「
神
在
、
山
田
、
新

本
」で
は
組
織
が
完
全
に
で
き
上

が
っ
て
い
る
。
他
の
地
域
も
早
く

組
織
が
で
き
上
が
り
災
害
に
備
え

て
い
け
る
よ
う
早
急
に
取
り
組
ん

で
い
く
。

事
業
所
数
と
財
政
力
を
勘
案
し

て
い
る
の
で
受
け
入
れ
た

県
の
交
付
金
７
２
０
０
万
円
は

妥
当
と
考
え
て
い
る
か

問
市
内
飲
食
店
等
応
援
事
業
の

﹁
お
持
ち
帰
り
Ｄ
Ｅ
お
得
券
﹂で

の
効
果
が
一
番
と
思
う
が
ど
う
か
︒

市
長
大
き
な
効
果
が
あ
っ
た
と

考
え
て
い
る
。

問
水
道
料
金
４
箇
月
無
料
化
の

市
民
︑
事
業
所
の
反
応
は
ど
う
か
︒

市
長
事
業
所
は
も
と
よ
り
、
市

民
か
ら
も
好
評
と
の
声
が
あ
っ
た
。

教
育
行
政
に
つ
い
て

問
ど
の
よ
う
な
考
え
で
教
育
行

政
に
取
り
組
む
の
か
︒

教
育
長
教
育
大
綱
で
掲
げ
て
い

る
、
総
社
を
愛
し
、
心
優
し
く
、

礼
儀
正
し
い
子
ど
も
の
育
成
に
全

力
を
尽
く
す
。
ま
た
、
各
校
園
が

連
携
し
、
夢
と
希
望
を
持
っ
て
学

習
に
取
り
組
む
子
ど
も
、
未
来
を

切
り
開
く
強
さ
、
人
を
思
い
や
る

優
し
い
気
持
ち
を
持
っ
た
子
ど
も

た
ち
を
育
て
て
い
き
た
い
。

問
教
育
の
目
的
は
ど
う
考
え
て

い
る
の
か
︒

教
育
長
一
人
一
人
に
、
社
会
に

貢
献
す
る
力
と
幸
せ
な
人
生
を
送

る
力
を
身
に
付
け
る
こ
と
と
考
え

て
い
る
。

森
林
環
境
税
に
つ
い
て

問
森
林
環
境
税
は
ど
の
よ
う
に

対
応
し
て
い
く
考
え
な
の
か
︒

市
長
あ
る
意
味
で
は
本
市
の
大

き
な
資
産
と
な
る
の
で
有
効
に
活

用
し
て
い
き
た
い
。

大
き
な
効
果
が
あ
っ
た
と
考
え

て
い
る

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

経
済
対
策
の
効
果
は
ど
う
か

問
本
市
お
け
る
︑
濃
厚
接
触
者

及
び
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
受
診
し
た
方

は
何
名
い
る
の
か
︒

市
長
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
守
る
立

場
か
ら
、
公
表
さ
れ
て
い
な
い
。

岡
山
県
で
は
感
染
者
は
24
名
、
濃

厚
接
触
者
で
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
受
診

さ
れ
た
方
は
、
６
月
14
日
現
在
１

７
４
５
名
で
あ
る
。

問
非
常
事
態
宣
言
発
令
後
の
一

番
の
被
害
者
は
小
中
学
生
と
そ
の

家
族
と
思
う
が
小
学
６
年
生
は
最

後
の
運
動
会
そ
し
て
思
い
出
の
修

学
旅
行
も
中
止
に
な
っ
て
い
る
が
︑

何
か
代
わ
り
は
検
討
で
き
な
い
か
︒

市
長
生
徒
の
命
を
大
切
に
教
職

員
か
ら
の
ク
ラ
ス
タ
ー
を
出
さ
な

い
た
め
の
処
置
で
あ
っ
た
。
修
学

旅
行
に
つ
い
て
は
総
合
教
育
会
議

を
開
催
し
た
上
で
検
討
し
た
い
。

問
学
校
給
食
調
理
場
跡
地
の
利

用
に
つ
い
て
︑
西
の
跡
地
に
つ
い

て
公
園
に
し
て
は
ど
う
か
︒

市
長
撤
去
工
事
終
了
後
、
公
園

と
し
て
の
利
用
を
検
討
し
た
い
。

夏
休
み
を
短
縮
し
て
教
育
の
遅

れ
を
取
り
戻
し
た
い

学
校
休
校
後
の
教
育
の
在
り
方

に
つ
い
て

問
現
在
の
第
２
次
総
合
計
画

︵
令
和
７
年
度
目
標
︶の
目
標
人

口
は
︑
６
万
９
千
人
だ
が
︑
今
年

６
月
中
に
は
６
万
９
４
０
０
人
と

な
り
︑
嬉
し
い
誤
算
で
あ
る
︒
来

年
度
か
ら
の
後
期
基
本
計
画︵
令

和
７
年
度
目
標
︶の
人
口
の
見
通

し
は
ど
う
か
︒

市
長
近
年
５
年
間
の
平
均
は
３

０
０
人
増
加
で
、
今
後
は
年
間
２

０
０
人
余
が
妥
当
と
考
え
る
。

問
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ

り
人
口
の
伸
び
が
鈍
化
し
て
い
る

が
︑
７
万
人
を
迎
え
た
節
目
に
市

民
と
共
に
記
念
事
業
を
行
う
必
要

が
あ
る
と
思
う
が
ど
う
か
︒

市
長
７
万
人
を
迎
え
る
日
は
定

か
で
な
い
が
、
大
き
な
節
目
と
し

て
、
市
民
参
加
に
よ
る
記
念
事
業

を
積
極
的
に
考
え
た
い
。

教
育
に
つ
い
て

問
新
教
育
長
就
任
に
あ
た
っ
て

の
抱
負
と
取
組
は
ど
う
か
︒

教
育
長
教
育
大
綱
の
心
の
教
育

を
推
進
し
、
学
力
、
体
力
を
付
け

る
よ
う
リ
ー
ド
し
て
い
き
た
い
。

問
幼
小
中
保
の
運
営
は
ど
う
か
︒

教
育
長
新
学
習
指
導
要
領
を
進

め
る
た
め
、
教
育
方
法
を
改
善
し
、

教
員
の
人
材
育
成
を
し
た
い
。

問
部
活
動
の
熱
中
症
対
策
は
ど

う
か
︒
特
に
︑
水
分
補
給
と
と
も

に
緊
急
時
の
対
応
は
ど
う
か
︒

教
育
長
備
蓄
品
も
ウ
ォ
ー
タ
ー

ク
ー
ラ
ー
も
十
分
で
は
な
い
が
、

対
応
可
能
と
考
え
、
緊
急
時
に
は

役
割
分
担
に
よ
り
対
応
す
る
。

問
﹁
早
寝
早
起
き
朝
ご
は
ん
﹂

運
動
の
感
想
は
ど
う
か
︒

教
育
長
全
国
平
均
よ
り
は
全
体

的
に
い
い
数
値
で
あ
り
、
今
後
も

続
け
て
い
き
た
い
。

過
去
の
人
口
の
推
移
か
ら
考
え

て
７
万
５
０
０
人
と
し
た
い

後
期
基
本
計
画
（
令
和
３
年
度

か
ら
）
の
目
標
人
口
は
ど
う
か

小 西 義 已

髙 谷 幸 男

小 西 利 一

名 木 田 正 昭

更地となった西調理場の跡地

好評の「お持ち帰りDEお得券」
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（
一
般
質
問
の
ペ
ー
ジ
は
質
問
し
た
議
員
本
人
の
原
稿
に
基
づ
い
て
い
ま
す
。）※
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み
取
る
と
各
議
員
の
一
般
質
問
の
録
画
放
送
に
ア
ク
セ
ス
で
き
ま
す
。
通
信
料
は
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

一
般
質
問

問
国
の
経
済
対
策
以
外
に
支
援

メ
ニ
ュ
ー
が
様
々
あ
る
の
で
市
民

に
対
し
て
プ
ッ
シ
ュ
型
相
談
で
対

応
し
て
ほ
し
い
︒

市
長
お
困
り
の
方
に
対
し
て

プ
ッ
シ
ュ
型
支
援
で
対
応
し
て
い

く
。

コ
ロ
ナ
禍
で
の
防
災
対
策
に
つ
い

て問
感
染
症
予
防
対
策
の
た
め
の

資
材
購
入
に
つ
い
て
︑
地
方
創
生

臨
時
交
付
金
を
活
用
し
て
の
マ
ス

ク
・
消
毒
液
・
ダ
ン
ボ
ー
ル
ベ
ッ

ド
等
を
購
入
し
て
は
ど
う
か
︒

市
長
地
方
創
生
交
付
金
は
し
っ

か
り
活
用
す
る
。

問
避
難
体
制
に
つ
い
て
︑
国
の

通
知
に
よ
る
分
散
避
難
の
体
制
構

築
や
備
品
の
拡
充
は
ど
う
か
︒

市
長
分
散
避
難
を
周
知
し
て
、

コ
ロ
ナ
感
染
者
と
そ
う
で
な
い
方

の
避
難
対
応
を
し
っ
か
り
行
う
。

教
育
行
政
に
つ
い
て

問
今
年
は
夏
休
み
を
短
縮
し
て
︑

授
業
を
行
う
こ
と
を
余
儀
な
く
さ

れ
て
い
る
が
︑
熱
中
症
対
策
は
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
︒

教
育
長
対
応
指
針
に
基
づ
き
健

康
第
一
に
対
応
し
た
い
。

問
学
校
ご
と
で
の
対
応
の
差
異

が
な
い
よ
う
に
で
き
る
か
︒

教
育
長
学
校
任
せ
に
せ
ず
、
対

策
指
針
を
徹
底
し
て
い
く
。

問
特
に
小
学
生
の
徒
歩
で
の
下

校
に
よ
り
熱
中
症
に
か
か
る
恐
れ

が
あ
る
と
思
う
が
︑
家
庭
の
責
任

に
お
い
て
熱
中
症
対
策
グ
ッ
ズ
の

制
限
は
設
け
な
い
こ
と
は
で
き
る

か
︒

教
育
長
基
本
的
に
制
限
は
し
な

い
と
考
え
て
い
る
。
地
域
特
性
は

考
慮
し
た
い
。

狭
間
に
あ
る
事
業
者
を
し
っ
か

り
支
援
す
る
政
策
を
提
案
す
る

国
の
経
済
政
策
の
狭
間
に
あ
る

事
業
者
を
支
援
し
て
は
ど
う
か

市
長
マ
ラ
ソ
ン
大
会
の
中
止
等
、

多
く
の
イ
ベ
ン
ト
が
す
べ
て
中
止

と
な
り
、
市
の
タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ

ン
ト
に
な
っ
た
。
1
月
30
日
に
コ

ロ
ナ
に
関
す
る
専
門
者
の
会
議
で

連
絡
会
議
を
立
ち
上
げ
、
新
型
コ

ロ
ナ
か
ら
市
民
を
守
ろ
う
と
決
意

し
て
い
る
。

問
市
民
へ
の
徹
底
的
な
広
報
は

ど
の
よ
う
に
し
て
い
く
の
か
︒

市
長
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
、

か
つ
誰
一
人
取
り
残
さ
れ
な
い
よ

う
に
し
て
い
く
。

問
昨
日
の
デ
ー
タ
で
は
︑
国
内

累
計
感
染
者
１
万
７
５
０
２
人
︑

死
者
９
２
５
人
と
な
っ
て
い
る
︒

合
併
症
の
併
発
や
︑
２
次
感
染
が

多
く
起
き
て
い
る
が
ど
う
か
︒

市
長
市
の
タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ
ン

ト
と
認
識
し
て
い
る
の
で
、
今
後

の
在
り
方
を
し
っ
か
り
検
討
す
る
。

農
業
振
興
に
つ
い
て

問
市
に
お
け
る
農
業
の
生
産
者

は
ど
の
く
ら
い
い
る
の
か
︒

市
長
１
５
６
２
経
営
体
だ
。

問
稲
作
の
割
合
は
ど
う
か
︒

市
長
１
３
８
３
経
営
体
だ
。

問
猪
等
の
防
護
柵
の
補
助
は
︑

市
内
に
住
所
を
有
す
る
者
︑
か
つ

３
戸
以
上
で
の
共
同
施
工
に
限
る

と
な
っ
て
い
る
が
︑
実
態
に
沿
わ

ず
住
民
は
困
っ
て
い
る
︒
さ
ら
に
︑

申
請
は
電
気
柵
・
ネ
ッ
ト
柵
は
８

年
ご
と
︑
ト
タ
ン
柵
・
ワ
イ
ヤ
ー

柵
は
14
年
ご
と
だ
︒
他
市
で
は
３

年
ご
と
で
︑
個
人
で
の
申
請
も
受

け
付
け
て
い
る
︒
た
だ
し
予
算
が

な
く
な
れ
ば
︑
停
止
さ
れ
て
い
る
︒

本
市
で
は
ど
う
か
︒

市
長
こ
れ
は
今
後
検
討
し
て
い

く
事
案
と
す
る
。

市
民
を
し
っ
か
り
守
っ
て
い
く

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
対

策
の
取
組
は
ど
う
か

岡 崎 亨 一

根 馬 和 子

一
般
質
問

が
緊
急
的
・
特
例
的
な
措
置
と
し

て
財
政
支
援
を
行
う
も
の
で
あ
る
。

●
令
和
２
年
度
総
社
市
一
般
会
計

補
正
予
算（
第
５
号
）（
議
案
第

47
号
）（
所
管
部
分
）

《
補
正
予
算
の
主
な
内
容
》

・
Ｇ　

ギ

　

　

ガ

　

Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
の
備
品

購
入
費
の
増
額

問
パ
ソ
コ
ン
は
ど
の
よ
う
な
も

の
か
︒
Ｏ※

１

Ｓ
な
ど
は
自
治
体
で
自

由
に
選
べ
る
の
か
︒
県
内
で
の
公

平
性
が
保
た
れ
る
の
か
︒

答
パ
ソ
コ
ン
は
自
治
体
で
自
由

に
選
べ
る
。
Ｏ
Ｓ
に
つ
い
て
は
、

県
内
で
15
市
中
10
市
が
ク※

２

ロ
ー
ム

で
あ
り
、
県
内
の
高
等
学
校
の
多

く
が
ク
ロ
ー
ム
を
採
用
す
る
予
定

で
あ
る
こ
と
や
安
全
面
等
を
考
え

る
と
、
ク
ロ
ー
ム
が
良
い
と
考
え

て
い
る
。

問
約
６
千
台
の
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ

ン
は
一
度
に
購
入
で
き
る
の
か
︒

一
度
に
納
入
で
き
な
い
場
合
は
ど

う
考
え
て
い
る
の
か
︒
ま
た
︑

ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
が
壊
れ
た
時
は

ど
う
対
応
す
る
の
か
︒

答
今
の
市
場
状
況
か
ら
考
え
る

を
各
々
の
サ
ロ
ン
や
交
通
安
全
教

室
な
ど
の
会
場
の
テ
レ
ビ
等
に
つ

な
げ
、
リ
モ
コ
ン
で
操
作
す
る
。

運
転
技
能
と
合
わ
せ
て
脳
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
機
能
を
セ
ッ
ト
で
活
用
し

て
い
き
た
い
。
ま
た
、
判
定
結
果

に
よ
る
運
転
免
許
証
返
納
を
考
え

る
方
の
相
談
に
も
対
応
し
て
い
き

た
い
。

文
教
福
祉
委
員
会

　

当
委
員
会
で
審
査
し
た
案
件
は
、

６
月
定
例
会
で
は
議
案
７
件
で
あ

り
、
全
て
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま

し
た
。

　

主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

●
総
社
市
国
民
健
康
保
険
条
例
の

一
部
改
正
に
つ
い
て（
議
案
第

40
号
）

問
条
例
改
正
の
理
由
は
ど
う
か
︒

答
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策
の
た
め
の
改
正
で
あ
り
、

労
働
者
が
感
染
し
た
場
合
に
休
み

や
す
い
環
境
を
整
備
す
る
た
め
、

感
染
拡
大
防
止
の
観
点
か
ら
保
険

者
が
傷
病
手
当
金
の
支
給
を
行
う

も
の
で
あ
る
。
傷
病
手
当
金
は
国

も
の
に
つ
い
て
は
国
か
ら
の
特
別

交
付
金
で
全
て
補
填
さ
れ
る
。
徴

収
の
猶
予
に
つ
い
て
は
、
一
時
的

に
現
金
が
入
っ
て
こ
な
い
が
一
年

後
に
は
入
る
た
め
、
地
方
債
の
発

行
が
許
さ
れ
て
い
る
。

●
令
和
２
年
度
総
社
市
一
般
会
計

補
正
予
算（
第
５
号
）（
議
案
第

47
号
）（
所
管
部
分
）

《
補
正
予
算
の
主
な
内
容
》

・
個
人
番
号
カ
ー
ド
交
付
事
業

費
補
助
金
の
増
額
、
交
通
安
全

対
策
経
費
の
増
額

問
住
基
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
の

大
幅
な
増
額
の
理
由
は
何
か
︒

答
毎
年
度
、
国
か
ら
個
人
番
号

カ
ー
ド
の
交
付
金
上
限
見
込
額
が

示
さ
れ
る
が
、
国
の
全
体
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
で
今
年
度
は
全
国
で
約

３
６
０
０
万
枚
の
カ
ー
ド
発
行
を

想
定
し
て
お
り
、
国
の
予
算
額
を

各
自
治
体
の
人
口
按
分
に
よ
り
示

さ
れ
た
金
額
で
あ
る
。

問
運
転
技
術
向
上
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
ア
プ
リ
は
︑
ど
の
よ
う
に
利
用

す
る
の
か
︒

答
ゲ
ー
ム
機
本
体
に
ケ
ー
ブ
ル

総
務
生
活
委
員
会

　

当
委
員
会
で
審
査
し
た
案
件
は
、

６
月
定
例
会
で
は
議
案
８
件
で
あ

り
、
全
て
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま

し
た
。

　

主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

●
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ

と
に
つ
い
て（
総
社
市
税
条
例

の
一
部
改
正
）

問
第
10
条
の
軽
減
対
象
者
は
︑

ど
う
い
う
人
か
︒

答
第
10
条
の
対
象
は
二
つ
あ
り
、

一
つ
は
、
令
和
２
年
２
月
か
ら
10

月
ま
で
の
任
意
の
３
箇
月
間
の
売

上
が
前
年
の
同
時
期
と
比
べ
て

30
％
以
上
減
少
し
て
い
る
中
小
企

業
者
等
で
あ
り
、
も
う
一
つ
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
を

受
け
な
が
ら
も
、
新
た
に
設
備
投

資
を
行
う
中
小
企
業
者
等
で
あ
る
。

問
減
収
に
な
っ
て
市
へ
の
税
金

が
入
っ
て
こ
な
く
な
る
と
︑
様
々

な
支
援
策
に
対
す
る
財
源
的
な
裏

付
け
は
ど
う
か
︒

答
今
回
の
改
正
は
軽
減
、
特
例

期
間
の
延
長
等
で
、
減
収
と
な
る

委
員
会
活
動
報
告

※１ OS…コンピューターを動かすためのソフトウエア　※２ クローム…グーグルのOS
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料
に
つ
い
て
︑
徴
収
実
績
が
当
初

の
想
定
以
上
だ
っ
た
と
の
こ
と
だ

が
︑
ど
の
程
度
の
実
績
か
︒

答
当
初
、
徴
収
率
を
10
％
か
ら

15
％
程
度
と
見
込
ん
で
い
た
が
、

４
月
か
ら
委
託
し
て
、
す
で
に

30
％
を
超
え
て
い
る
。
今
後
も
、

徴
収
額
の
増
額
が
見
込
ま
れ
る
た

め
、
委
託
料
を
大
幅
に
増
額
し
よ

う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

に
係
る
経
費
を
増
額
す
る
も
の

問
「
お
持
ち
帰
り
Ｄ
Ｅ
お
得
券
﹂

を
追
加
販
売
し
た
主
な
目
的
は
ど

う
か
︒

答
券
を
買
う
こ
と
の
で
き
な

か
っ
た
市
民
の
方
か
ら
追
加
販
売

を
求
め
る
声
が
多
か
っ
た
こ
と
、

ま
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
拡
大
に
よ
る
影
響
で
、
売
上
げ

の
落
ち
込
み
が
激
し
い
飲
食
店
を

応
援
す
る
と
い
う
２
つ
の
目
的
で

販
売
を
行
っ
た
。

●
令
和
２
年
度
総
社
市
一
般
会
計

補
正
予
算（
第
５
号
）（
議
案
第

47
号
）（
所
管
部
分
）

《
補
正
予
算
の
主
な
内
容
》

・
斎
場
及
び
最
終
処
分
場
に
お

け
る
修
繕
料
の
増
額
、
住
宅
使

用
料
の
徴
収
業
務
委
託
の
委
託

料
の
増
額

問
斎
場
は
全
体
的
に
修
繕
す
る

計
画
は
な
い
か
︒

答
今
回
は
、
炉
の
ゆ
が
み
に
よ

る
修
繕
を
予
定
し
て
い
る
。
今
後
、

炉
の
長
寿
命
化
を
図
り
な
が
ら
運

用
し
て
い
き
た
い
。

問
市
営
住
宅
滞
納
金
徴
収
委
託

か
は
、
し
っ
か
り
検
討
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
現
在
、
小

規
模
の
小
学
校
で
実
証
実
験
を

行
っ
て
お
り
、
ど
う
い
っ
た
こ
と

を
保
護
者
に
お
願
い
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
か
を
研
究
し
て
い
る
。

乗
り
越
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
課
題
は
多
く
あ
り
、
学
校
と

保
護
者
が
い
っ
し
ょ
に
な
っ
て
考

え
て
い
き
た
い
。

産
業
建
設
委
員
会

　

当
委
員
会
で
審
査
し
た
案
件
は
、

６
月
定
例
会
で
は
議
案
22
件
で
あ

り
、
全
て
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま

し
た
。

　

主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

●
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ

と
に
つ
い
て（
令
和
２
年
度
総

社
市
一
般
会
計
補
正
予
算（
第

３
号
）（
承
認
第
８
号
）（
所
管

部
分
）

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
拡
大
の
影
響
に
よ
り
売
上
げ

が
落
ち
込
ん
で
い
る
市
内
飲
食

店
を
応
援
す
る
た
め
、
総
社
市

お
持
ち
帰
り
Ｄ
Ｅ
お
得
券
事
業

と
、
一
度
で
の
購
入
は
ハ
ー
ド
ル

が
高
い
と
考
え
て
い
る
。
段
階
的

に
導
入
し
て
い
き
た
い
。
ま
ず
、

中
学
３
年
生
を
優
先
し
、
中
学
校

か
ら
の
導
入
を
考
え
て
い
る
。
そ

の
後
、
小
学
校
に
導
入
し
、
６
年

生
か
ら
順
次
導
入
す
る
こ
と
を
考

え
て
い
る
。
詳
細
は
機
器
の
確
保

が
で
き
た
段
階
で
考
え
た
い
。
故

障
時
の
対
応
に
つ
い
て
は
、
機
器

の
３
年
保
証
に
つ
い
て
研
究
し
て

お
り
、
予
備
機
の
確
保
等
を
行
い
、

学
び
を
止
め
な
い
視
点
か
ら
考
え

て
い
き
た
い
。

問
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
の
導
入
に

あ
た
っ
て
︑
保
護
者
の
理
解
が
必

要
と
考
え
る
が
ど
う
か
︒
ど
の
よ

う
に
理
解
を
得
て
い
く
の
か
︒

答
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
の
研
究
者

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
立
場
か
ら
も

指
摘
が
あ
る
。
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業

の
導
入
に
あ
た
っ
て
ア
ン
ケ
ー
ト

を
実
施
し
た
が
、
常
時
家
庭
で
Ｉ

Ｃ
Ｔ
の
支
援
が
で
き
る
、
と
の
回

答
は
３
割
程
度
で
あ
っ
た
。
家
庭

の
協
力
が
必
要
な
中
で
、
ど
の
程

度
の
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
が
で
き
る

委
員
会
活
動
報
告

政
務
活
動
費
の
公
表

令
和
元
年
度
政
務
活
動
費

収
支
報
告
書
公
表

政
務
活
動
費
は
、
市
政
の
課
題

及
び
市
民
の
意
思
を
把
握
・
反
映

さ
せ
る
た
め
の
活
動
な
ど
、
議
員

の
調
査
研
究
活
動
に
必
要
な
経
費

と
し
て
、
総
社
市
議
会
で
は
一
人

あ
た
り
月
額
３
万
５
千
円
が
議
員

個
人
に
交
付
さ
れ
ま
す
。
毎
年
、

全
て
の
金
額
の
領
収
書
等
を
添
え

て
収
支
報
告
を
行
い
、
残
金
は
返

還
す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て

い
ま
す
。

な
お
、
領
収
書
や
研
修
・
先
進

地
視
察
報
告
書
等
の
閲
覧
は
、
平

日（
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

15
分
）に
議
会
事
務
局
に
て
行
っ

て
い
ま
す
。
閲
覧
を
希
望
さ
れ
る

方
は
、
ど
う
ぞ
お
気
軽
に
お
越
し

く
だ
さ
い
。

（
問
い
合
わ
せ	

議
会
事
務
局

	

☎
�
８
３
３
２
）

議席 
番号 議員氏名 交付額 調査研究費 研修費 広報費 広聴費 要請・ 

陳情活動費 会議費 資料作成費 資料購入費 人件費 事務所費 合　　計

1 山田　雅徳 420,000 165,560 14,650 21,867 1,720 210,350 414,147 

2 溝手　宣良 420,000 38,080 304,984 8,192 43,198 35,423 429,877 

3 三上　周治 420,000 37,480 296,000 70,990 30,600 435,070 

4 仲達　幸弘 420,000 69,280 47,156 14,050 130,486 

5 萱野　哲也 420,000 221,100 71,584 15,091 120,000 427,775 

6 三宅　啓介 420,000 168,568 2,441 59,532 230,541 

7 岡崎　亨一 420,000 295,530 2,772 310 1,400 300,012 

8 深見　昌宏 420,000 110,611 442,130 53,571 606,312 

9 小川　進一 420,000 55,696 210,674 18,608 284,978 

10 髙谷　幸男 420,000 307,380 27,512 13,500 55,423 403,815 

11 小西　義已 420,000 62,860 450,150 50,786 563,796 

12 難波　正吾 420,000 122,000 27,624 10,009 55,260 150,000 60,000 424,893 

13 小西　利一 420,000 158,300 42,183 200,483 

14 津神謙太郎 420,000 50,420 13,047 17,925 81,392 

15 村木　理英 420,000 43,270 367,300 167,986 578,556 

16 頓宮美津子 420,000 10,440 354,040 27,319 12,800 404,599 

17 赤澤　康宏 420,000 83,889 317,580 2,041 22,485 425,995 

18 名木田正昭 420,000 136,037 317,580 35,532 489,149 

19 加藤　保博 420,000 54,478 4,415 52,740 36,000 147,633 

20 根馬　和子 420,000 317,580 81,325 10,000 50,398 459,303 

21 山口　久子 420,000 106,633 50,420 4,911 42,885 204,849 

22 剣持　堅吾 420,000 99,001 317,580 17,488 85,401 519,470 

計 9,240,000 838,475 5,083,056 338,042 155,681 0 0 212,091 906,088 270,000 359,698 8,163,131 

※合計金額が交付額を超える部分は自己負担とし、合計金額が交付額に満たない部分は返還しています。
※４番仲達幸弘氏は令和元年 10 月 11 日に議員を辞職しています。

令和元年度政務活動費収支報告書集計表	

産業建設委員会は斎場の視察を行い、現状を確認した。（4月22日）

（単位：円）
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ク
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。
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ゃ
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令
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／

総
社

市
議

会
　

編
集

／
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／
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印
刷 田

ん
ぼ
に
植
え
ら
れ
た
稲
も
一

雨
毎
に
大
き
く
な
っ
て
い
く
の
が

心
地
良
い
昨
今
で
す
。
昨
年
は
タ

ニ
シ
が
大
発
生
し
、
一
等
米
が
と

れ
な
か
っ
た
と
悔
や
ま
れ
る
方
、

ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼
に
米
を
20

俵
も
出
せ
た
と
喜
ば
れ
る
方
、
お

米
で
悲
喜
こ
も
ご
も
の
様
子
に
、

心
か
ら
感
謝
の
思
い
が
募
り
ま
す
。

さ
て
、
議
員
と
市
民
の
皆
様
と

の
意
見
交
換
会
が
去
る
５
月
28
日

に
６
会
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
参

加
者
は
少
数
で
し
た
が
、
地
域
的

な
問
題
や
課
題
な
ど
、
早
期
に
解

決
し
実
現
で
き
る
も
の
や
、
慎
重

審
議
し
て
い
く
も
の
等
様
々
な
貴

重
な
ご
意
見
を
頂
き
ま
し
た
。
執

行
部
と
の
二
人
三
脚
で
課
題
解
決

に
挑
む
べ
く
、
努
力
を
し
て
ま
い

り
ま
す
。

今
後
と
も
皆
様
方
と
手
を
取
り

合
っ
て
、
住
み
よ
い
総
社
市
を
創

っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、

多
く
の
ご
意
見
を
お
寄
せ
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
根
馬
和
子
）
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新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
対
応
下
の

６
月
定
例
市
議
会
が
閉
会
し
ま
し

た
。
今
回
の
議
会
も
多
く
の
議
員

が
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
に
つ
い
て
質

問
に
立
ち
ま
し
た
。
感
染
症
等
も

一
つ
の
災
害
と
捉
え
、
市
民
の
皆

様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ

き
な
が
ら
一
体
と
な
っ
て
取
り
組

み
、
一
人
の
感
染
者
も
出
さ
な
い

精
神
で
、
力
を
合
わ
せ
て
立
ち
向

か
っ
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
を
考
え
る
上

で
、
50
年
後
の
未
来
を
見
据
え
、

生
活
か
ら
仕
事
・
学
校
に
至
る
ま

で
全
て
に
お
い
て
デ
ジ
タ
ル
化
の

必
要
性
が
見
え
て
き
ま
し
た
。
今

後
新
庁
舎
建
設
に
向
け
て
も
、
伝

統
文
化
を
守
り
な
が
ら
新
た
な
様

式
の
導
入
を
考
え
ざ
る
を
得
な
く

な
り
そ
う
で
す
。

今
年
も
大
雨
等
に
十
分
お
気

を
つ
け
て
夏
を
お
過
ご
し
く
だ

さ
い
。　
　
　
　
（
頓
宮
美
津
子
）

復興に向けて・その軌跡（vol.7）
復興へ新たな試練　新型コロナウイルス

編

集

後

記

　

平
成
30
年
７
月
豪
雨
か
ら

丸
２
年
が
経
過
し
ま
し
た
。

そ
ん
な
中
、
甚
大
な
被
害
を

受
け
た
昭
和
地
区
で
復
興
住

宅
整
備
工
事
の
安
全
祈
願
祭

が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ

の
復
興
住
宅
は
、
平
成
30
年

７
月
豪
雨
で
被
災
し
た
皆
さ

ん
の
た
め
の
復
興
住
宅
で
す
。

一
方
で
西
仮
設
住
宅
の
皆
さ

ん
は
住
宅
確
保
の
目
途
が
つ

い
た
た
め
順
次
仮
設
住
宅
か

ら
引
っ
越
し
を
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
７
月
１
日
現
在

ま
だ
、
60
世
帯
・
１
１
８
人

の
皆
さ
ん
が
仮
設
住
宅
な
ど

で
生
活
を
し
て
い
ま
す
。
国

難
と
も
い
う
べ
き
新
型
コ
ロ

ナ
拡
大
の
影
響
で
、
様
々
な

分
野
で
人
々
が
苦
境
に
立
た

さ
れ
て
い
ま
す
。
日
本
の
ど

こ
か
で
毎
日
の
よ
う
に
報
道

さ
れ
る
地
震
速
報
を
聞
く
と
、

い
つ
南
海
ト
ラ
フ
地
震
が
起

き
て
も
お
か
し
く
な
い
状
況

で
、
同
時
に
二
重
三
重
の
災

害
が
起
き
な
い
保
証
は
あ
り

ま
せ
ん
。

こ
れ
か
ら
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
を
注
視

し
な
が
ら
、
新
し
い
生
活
様

式
で
生
活
を
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
広
聴
広

報
委
員
会
は
、
仮
設
住
宅
な

ど
で
生
活
を
し
て
い
る
皆
さ

ん
が
元
の
生
活
に
戻
る
ま
で

見
守
り
続
け
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

（
三
上
周
治
）

かさ上げ工事が進む福谷地区

住民が戻ってきた下原地区

堤防工事の進む日羽地区


